
  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 49 火山 

 
問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（北海道） 

解答は次のページ 
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問 1 

（1）①   ハザード（防災，防災避難） 

②   （例）最小限におさえる 

 

 

（2）高温の火山ガスが火山灰などとともに高速で山の斜面を流れる現象を，火砕流という。 

（「塾技 49  」の図を参照） 

 火砕流 

 

 

（3）図 1 より，火山灰の到達危険域は東側へと広がっているのがわかる。これは，日本上空を吹く，

偏西風のためと考えられる。 

 偏西風で運ばれる 

 （西風で運ばれる） 

 

 

問 2 

（1）   X：マグマ，Y：溶岩 

 

 

（2）生クリーム Aは 60秒間，Bは 30秒間，それぞれ空気と混ぜ合わせているため，空気と混ぜ合わ

せた時間の短い Bの方が，ねばりけが小さいと考えられる。 

 ねばりけが小さい 

 

 

 

 

 

問 3 雲仙普賢岳は，ねばりけが強いマグマが爆発的に噴火してできた火山で，火山噴出物に含まれる

二酸化ケイ素の量が少なく，白っぽい色をしている。これに対して三原山は，ねばりけの弱いマグ

マが噴火してできた火山で，なだらかな形をしている。（「塾技 49  」参照） 

 ① ア，② イ，③ イ 

 

 

解 

塾技 49  補充問題 解答・解説 

 

答 
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（例） 


